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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

　　　　

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

　下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1. 種別 / Category

2. 課題番号 / Project number

3. 研究課題名 / Research
Project Title

4. 所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6. 研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7. 研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8. 博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

2024-04-30

氏名 (Name): 安齋　賢
所属機関 (Institute)
東北大学

部局 (Department)
大学院生命科学研究科

職 (Job Title)
助教

電話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail
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23NIBB101

装飾形質の多様化を促す配偶者選好性の進化に関わる分子・神経基盤の解明

亀井　保博

深町昌司：日本女子大学理学部教授
野中茂紀：基礎生物学研究所准教授
成瀬清：基礎生物学研究所特任教授
山平寿智：琉球大学熱帯生物圏研究センター教授
重信秀治：基礎生物学研究所教授
竹内秀明：東北大学大学院生命科学研究科教授
渡辺英治：基礎生物学研究所准教授
田中祥貴：京都大学大学院農学研究科特定研究員

クジャクの羽のようなオス特有の派手な装飾形質は、メスによる配偶相手の選択（配偶者選好性）が重要な役
割を果たすことで進化・多様化することが知られている。本研究では、メスの配偶者選好性を多階層的なアプ

ローチで網羅的に解析することで、多様性創出に関わる神経ネットワークや遺伝的変異の実体を同定し、その

進化プロセスを詳細に解明することを目的として実施している。本年度は主に、特定の神経細胞群の投射パ

ターンの可視化や機能解析に必要な遺伝子改変ツールの整備として、最小プロモーターとTet-ONシステムを組
み合わせた遺伝子導入系統の作出方法の開発を進めた。また、シングルセルトランスクリプトーム解析による

賦活化神経同定に向けて、メダカ脳におけるシングルセルトランスクリプトーム解析の基礎的な条件検討と、

最初期遺伝子発現応答を最小化した細胞単離条件の検討を進めた。来年度は、実際にメダカ科魚類複数種を対

象に、配偶行動後のオス・メスそれぞれの脳におけるシングルセルトランスクリプトームデータを取得し、配

偶行動後に賦活化する神経細胞群の同定を進める計画である。

最小プロモーターとTet-ONシステムを組み合わせた遺伝子導入系統の作出方法について、本年度論文として成
果発表済みである。メダカ脳におけるシングルセルトランスクリプトームデータは、次年度学会や研究会での

成果発表を進めつつ、プロトコルや解析手法も含めた論文化を目指す。

● なし / No. 　 ○ あり / Yes. 　

0 人 / students.

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

2/3



11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

　　　　

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

　下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1. 種別 / Category

2. 課題番号 / Project number

3. 研究課題名 / Research
Project Title

4. 所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6. 研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7. 研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

2024-04-03

氏名 (Name): 佐藤　伸
所属機関 (Institute)
岡山大学

部局 (Department)
異分野融合先端研究コア

職 (Job Title)
准教授

電話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

超階層生物学共同利用研究 / Collaborative research projects for Trans-Scale Biology

23NIBB102

四肢再生における「形態形成予報図」を作る　〜遺伝子から形態までのトランススケールリサーチ〜

亀井　保博

古川彩絢：岡山大学環境生命自然科学研究科　D2
大蘆彩夏：岡山大学環境生命自然科学研究科　D2
山本咲哉：岡山大学環境生命自然科学研究科　D1

計画通りアホロートルの四肢外形形状に関するほとんどのデータを取り終えた。現在取り終えた3 D データ
を数値データとして解析している途上にある。もともとは機械学習等の先進解析技術を使用する予定であっ

たが、共同研究者と相談したところ現在の技術水準ではこちらの意図を反映した信用度の高い解析はできな

いという結論に至った。ゆえに機械学習や ai 解析といった側面を破棄し、より実直な解析法に切り替えるこ
とにした。ただし 4次元 3次元データを数値データとして解析する方法自体も非常に乏しく手探りの解析が強
いられている。しかしながらPythonなどを使用したプログラムによってポリゴンデータとして様々な数理的な
解析を行うことが可能となっている。現在はアホロートルの四肢の外形形状から、再生の速度・体積変化・断

面積形状の変遷などを集積している。さらに遺伝子発現情報を記録した四肢の外形形状に実装する試みを

行っている。いくつかのサンプルにおいてShh 遺伝子の発現を3次元的に記録している。申請書にある通りの
四肢再生は、外形形状に非常に多様なバリエーションを示す。ゆえにShh の発現はサンプルによって毎回微
妙に違う空間パターンをもつ。外形形状から定義した同じ再生ステージの再生芽におけるShhの微妙に違う
空間発現パターンをどのように標準化するかが大きな問題となった。現在のところ 8サンプルから得られた
同一ステージの外形のバリエーションを平均化し、中間線をなぞるようにポリゴン形成を行った。この8個
のサンプル感の標準化から得られたポリゴンを標準再生芽とし、その標準再生芽にShhの空間発現パターンを
線形に補完していくことでFittingさせている。当然FittingさせたShhの発現パターンは微妙にずれるが、その
ずれ情報を集めることで、サンプル間で絶対にずれないShh の発現ドメインが割り出せると期待している。
これらの解析から、アホロートルの四肢再生過程において、特定の再生ステージにおけるShhの発現がかなり
の確率で期待できる絶対的な領域を割り出すことができる。説明をもう少し加えると、特定のステージであっ

ても外形形状はバラバラである。しかしそのバラバラな外形形状を「標準再生芽」に線形補間できる。標準再

生芽には、Shhの発現が95%以上の確率で期待できる領域が定義されている（上の解析で定義する）。ゆえに
標準再生芽に登録されたShhの発現ドメインを、線形補間した式を逆にすることによって、Shhの発現が95%
以上の確率で期待できる領域を算定することができる。このことによって外形形状さえわかれば、外側から特

定の遺伝子の発現位置を割り出すことができる。このような解析法の確立は、外形形状に大きなばらつきが

あるサンプルを扱う上では革新的な技法となる。例えば遺伝子の強制発現をどの領域に行うかという問題は

今まで研究者の経験的なものに依存していた。我々の確立した方法が一般化すれば、会計計上から目的の位

置を推定することができ、その部分を目指して DNA の導入・ RNAiやｇRNAのインジェクションなどが可能
となる。外形形状から細胞の位置や遺伝子発現の位置を推定するような技法の開発はまさにトランススケール

バイオロジーとしてふさわしいものだと自負している。現在標準再生芽の確率や再生速度に関する解析を進め

ており、D2の学生の古川紗絢が責任を持って解析を進めている。彼女の学位論文の一部となる予定であり、
今年度もしくは来年度の早いうちに論文化する予定としている。多くのデータはすでに取り揃っており、現

時点でも論文化できる状況にはあるが、古川の意向もあり今少しデータを貯めることにした。 2024年度は生
データと3次元 4次元データを統合し図表を作る作業がメインとなる予定である。

6に記載した通り。古川の学位論文の一部とする予定であり、2025までにはPublished までたどり着く予定であ
る

基礎生物学研究所共同利用研究実施報告書 / Implementation Report for Collaborative Research at NIBB

2/3



8. 博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

● なし / No. 　 ○ あり / Yes. 　

3 人 / students.

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が

あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構岡崎統合事務センター総務部国際研究協力課共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

　　　　

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

　下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1. 種別 / Category

2. 課題番号 / Project number

3. 研究課題名 / Research
Project Title

4. 所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6. 研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7. 研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8. 博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

2024-04-30

氏名 (Name): 前田　太郎
所属機関 (Institute)
慶應大学

部局 (Department)
先端生命科学研究所

職 (Job Title)
特任助教

電話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

超階層生物学共同利用研究 / Collaborative research projects for Trans-Scale Biology

23NIBB103

ＤＮＡ以上の階層を介した形質の水平伝搬現象「盗機能」の分子機構解明

重信　秀治

・別所-上原学：名古屋大学高等研究院　特任助教/ Manabu Bessho-Uehara: Nagoya University, Institute for
Advanced Research, Assistant Professor
・別所-上原奏子：東北大学大学院生命科学研究科助教/ Kanako Bessho-Uehara: Tohoku University,
Graduate School of Life Sciences, Assistant Professor
・土`田努：富山大学学術研究部理学系准教授/ Tsutomu Tsuchida: University of Toyama, Faculty of Science,
Academic Assembly, Associate Professor

アメリカネナシカズラについて盗RNA解析を実施した。またマダラケシツブゾウムシが光合成活性に影響する
可能性を探索する方法としてRNAiによる遺伝子発現サイレンシング法の有用性を確認した。また、マダラケシ
ツブゾウムシのゲノム解読を進めた。

キンメモドキについてゲノム解読がなされ、盗タンパク質の認識に関与する可能性がある遺伝子を探索した。

チドリミドリガイについては、プロテオーム解析から多数の藻類由来タンパク質が検出され、盗葉緑体現象

が、盗タンパク質現象に類似したタンパク質の流用も伴うことが示された。最終年度に向け、以上の結果の論

文化と、大型研究費への申請に向けた他の研究者への当該分野への参加の呼びかけを行っていく

以下の内容について、論文化を進めている。

ネナシカズラRNA解析結果、マダラケシツブゾウムシのゲノム解読、キンメモドキのゲノム解読、チドリミド
リガイのプロテオーム解析。

● なし / No. 　 ○ あり / Yes. 　

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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基礎生物学研究所共同利用研究 ワークショップ・報告会実施報告書（令和 5年度） 

2024 年 4 月 1 日 

 

 基礎生物学研究所長 殿 

 

                     （報告者） 

                     所属：慶應義塾大学 

                     氏名：前田太郎 

 

下記のとおり実施しましたので報告します。 

 

記 

 

１．種別（いずれかをチェック☑してください。） 

   超階層生物学共同利用研究 

  ☐ 新規モデル生物開発共同利用研究 

 

２．研究課題名（審査結果通知書及び申請書に記載しています。） 

ＤＮＡ以上の階層を介した形質の水平伝搬現象「盗機能」の分子機構解明 

 

３．課題番号（審査結果通知書及び申請書に記載しています。） 

23NIBB103  

 

４．所内対応者 

氏名： 重信秀治        

 

５．ワークショップ／報告会の区分（複数選択可） 

  ☐ ワークショップ 

   報告会 

 

６．開催方法（いずれかをチェック☑してください。） 

  ☐ オンライン開催 

   オンサイト開催 

  ☐ ハイブリッド開催 

 

（次ページに続く） 

  



７．開催日時 

2024 年 2 月 9 日 13：00〜 

 

８．報告会／ワークショップのタイトル・テーマ 

超階層課題「盗機能」 課題内 研究成果報告会 

 

９．プログラム・タイムスケジュール等 

別紙参照 

 

 

 

 

１０．講演者・発表者リスト（注１）（注２） 

（記入例：自然大学大学院工学研究科 准教授 岡崎太郎） 

別紙参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次ページに続く） 

 

１１．次の１）～３）について自由に記述してください。 

１）報告会／ワークショップの趣旨 

プロジェクト参加者がオンサイトで各人の研究進捗について報告し、情報交換を行った。 

 

２）報告会／ワークショップの開催で得られた知見や成果・主な議論 

チドリミドリガイ･キンメモドキ･アメリカネナシカズラ･マダラケシツブゾウムシにつ

いて、各プロテオーム解析、ゲノム解析、ＲＮＡ-Seq 解析の手法を互いに交換し合い互

いの解析方法に応用できる部分について、議論、情報交換を行った。 

 

３）参加者／講演者からの代表的な意見・アイディア 等 

以下の研究ツールが、盗機能現象研究に有効なものとして共有された 

画像解析:SLEAP, teachable machine, ゲノム解析:MacrosyntR, 系統解析:ASTRAL 

 

 

 

・所定の様式を使用し、別紙として共同利用係（r7133@orion.ac.jp）までメール添付でエク

セルファイルをご提出ください。こちらで報告書と統合し、NOUS にアップロードさせてい

ただきます。 

・個人情報について、オンラインでの公開が望ましくない情報は、黒塗りにし、公開用の参加

者・講演者リストを作成して NOUS からアップロードしてください。 

・別紙として共同利用係までメールでご提出ください。こちらで報告書と統合し、NOUS にア

ップロードさせていただきます。 



 

１２．以下の内容を自由に記述してください。 

 

 

 

 

 

 

アメリカネナシカズラについて、別所―上原奏子氏（以下上原氏）より盗 RNA 解析結果

の報告があった。またマダラケシツブゾウムシが光合成活性に影響する可能性を探索す

る方法として土’田努氏が確立した RNAi による遺伝子発現サイレンシング法の有用性

が確認された。また、重信氏･山口氏よりマダラケシツブゾウムシのゲノム解読の進捗が

報告された。 

キンメモドキについては、重信氏･山口氏よりゲノム解読アセンブル結果が報告され、別

所―上原学氏（以下別所氏）から、盗タンパク質の認識に関与する可能性がある遺伝子

の探索結果が報告された。 

チドリミドリガイについては、プロテオーム解析から多数の藻類由来タンパク質が検出

され、今後その動態について解析を行うことが報告され、盗葉緑体現象が、盗タンパク

質現象に類似したタンパク質の流用も伴うことが示された。また、ＮＨＫ番組での取り

上げや国立科学博物館機関誌などへの寄稿を介して、社会への盗機能現象へのアウトリ

ーチ活動の内容が前田などから報告された。 

最終年度を前にして、大型研究費への申請などを見据えた方針が再確認され、Notion, 

Slack などのチーム連絡制度を整えることが決定された。また申請に際して、他の関連

研究者を糾合する必要性が議論され、他の研究者への参加の呼びかけ方針が議論･決定

された 

 

１３．備考 

 

（注１） 共同利用研究分担者及び研究会参加者各位に、（注２）のとおり所属先機関名、部局名、職名、氏名が公開

されることの了承を得てください。情報公開に関する承認が得られなかった場合、承認を得られなかった方の情報は

報告書に記載しないようご注意ください。 

（ 注 ２ ）  共 同 利 用 研 究 実 施 報 告 書 は 基 礎 生 物 学 研 究 所 の ホ ー ム ペ ー ジ

( http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html )に公開されます。公開できない内容は省略し、簡潔にご記

入ください。 

（注３） １．～５．の情報に誤りがあった場合、担当係にて修正の上、自然科学共同利用・共同研究統括システム

(NOUS) ( https://www.nins.jp/site/nous/ )に再アップロードしますのでご了承ください。 

 

【ワークショップを開催した場合】 

今後どのように共同利用研究を実施していくか、開催を通じて得られた方向性 等 

【報告会を開催した場合】 

研究成果、さらに今後の研究の展開、開催を通じて得られた見通し 等 



超階層課題「盗機能」 課題内 研究成果報告会	

	

課題協力者様	

2023/12/05	

前田太郎	

	

以下の様に、超階層課題「DNA 以上の階層を介した形質の水平伝搬現象「盗機能」の分子機構解明」

について、研究成果報告会を実施いたします。ご参加頂けますようお願い申し上げます。	

	

＜日時＞	

2024 年 1 月 9 日 13：00〜	

	

＜場所＞	

基礎生物学研究所 明大寺地区	

	

＜参加者＞ 
前⽥ 太郎（慶應義塾⼤学 政策メディア研究科 特任助教）、 
別所-上原 学（名古屋⼤学 ⾼等研究院 特任助教） 
⼟`⽥ 努（富⼭⼤学 学術研究部理学系 准教授） 
別所-上原 奏⼦（東北⼤学 ⼤学院 ⽣命科学研究科 助教） 
重信 秀治（基礎⽣物学研究所 進化ゲノミクス研究室 教授 
⼭⼝ 勝司（基礎⽣物学研究所 トランスオミクス解析室 主任技術員） 
	

＜プログラム（仮）＞	

13：00〜14：00 中心者会議（前田 別所 上原 土田）	

14：00	 ウミウシ解析報告と展望 （前田）	

15：00	 ゲノム解読報告 （重信・山口）	

15：30	 キンメモドキ解析報告と展望 （別所）	

16：30	 ゾウムシ解析報告と展望 （上原･土田）	

17：30	 情報解析（AI 利用）＋イメージング解析報告 	

18：30	 総括 （重信）	

	

懇親会 於 ととや	

	

＜開催補助＞	

立松圭 トランスオミクス解析室	



日時：2024年1月9日(火）

場所：基礎生物学研究所 会議室

開催日

No. 講演者/発表者 氏名 機関名/大学名 部局名/学部 職名 1/9 参加方法 備考

1 発表者 前田 太郎 慶應義塾大学 政策メディア研究科 特任助教 〇 現地参加

2 発表者 別所-上原 学 名古屋大学 高等研究院 特任助教 〇 現地参加

2 発表者 土`田 努 富山大学 学術研究部理学系 准教授 〇 現地参加

2 発表者 別所-上原 奏子 東北大学 大学院 生命科学研究科 助教 〇 現地参加

2 発表者 重信 秀治 基礎生物学研究所 進化ゲノミクス研究室 教授 〇 現地参加

2 発表者 山口 勝司 基礎生物学研究所 トランスオミクス解析室 主任技術員 〇 現地参加



提出日 / Date
(Day/Month/Year)

　　　　

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

　下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1. 種別 / Category

2. 課題番号 / Project number

3. 研究課題名 / Research
Project Title

4. 所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6. 研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7. 研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8. 博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

2024-04-24

氏名 (Name): 西谷　直之
所属機関 (Institute)
岩手医科大学

部局 (Department)
薬学部

職 (Job Title)
教授

電話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

超階層生物学共同利用研究 / Collaborative research projects for Trans-Scale Biology

23NIBB104

表現型識別AIを用いたオフターゲットスペクトル解析法の構築

亀井　保博

渡辺　英治：基礎生物学研究所　准教授/ NIBB, associate professor
近藤　洋平：基礎生物学研究所　助教 / NIBB, assistant professor
氏家　悠貴：岩手医科大学　助教 / Iwate Medical University, assistant professor
米澤　穂波：岩手医科大学　助教 / Iwate Medical University, assistant professor

遺伝子ノックダウンや阻害剤による標的分子の機能阻害は基礎生物学の常法である。しかし、予期しない表現

型を見逃さずに定量する技術がないため、オフターゲット効果を客観的に評価する方法は未だ確立されていな

い。本研究では、「表現型の程度を人工知能（AI）による画像認識で定量化することで、標的特異性の広さを
定義できる。」という仮説を人機協働で検証することを目的としている。具体的には、Wnt/beta-catenin経路を
例として、同経路を阻害するアンチセンスオリゴや化合物によって引き起こされるゼブラフィッシュ胚の形態

異常の画像で学習したクラス分類AIを作成する。次に、クラス分類の判断根拠をclass activation
mapping（CAM）等の手法を用いて可視化・定量化することで、標的特異性やオフターゲット効果を客観的に
解析する方法を構築する。

2023年度前半は、相対特異性評価AIの学習用画像データの取得に注力し、計画通りに進めてた。トランスジェ
ニックゼブラフィッシュ系統 il1b:GFP を用いて、タンキラーゼ（TNKS）阻害剤 (XAV939)処理やモルフォリ
ノアンチセンスオリゴ（MO）によるTANKS1ノックダウンの表現型画像を取得した。XAV939処理胚画像は、
機械学習に十分な画像がそろったので、AIによるクラス分類モデルの作成に着手した。当初の予定では、
Inception v3 modelやVGG16 modelをベースにした機械学習モデルを作成する予定であったが、より学習精度の
高いVision Transformerを用いた転移学習モデルも検討した。新たなモデルへの変更のため、まずXAV939処理
vs未処理の2クラス分類でfeasibility testを行った。約800画像を用いた学習では、未処理胚と400μM XAV939処
理胚を高精度で分類できるモデルを作成できた。

他方、同じ濃度の薬剤で処理しても感受性の個体差によって表現型に「ゆらぎ」が生じると予想された。上記

のモデルが表現型の程度をどのように解釈するか検討するために0〜400μMのXAV939で処理した
Tg(il1b:GFP）胚の表現型分類を行ったところ、同じ薬剤であっても処理濃度ごとに区別できた。一方、個々の
表現型の分類過程を詳細に解析すると、迷いなく正解したケースと複数の選択肢間で迷ったケースが混在して

いた。例えば、100μM処理時の表現型を25μMまたは400μM処理時の表現型に近いと判断することがある。実際
の表現型を人眼で確認したところ、我々のAIが個体間の感受性の差に由来する表現型の「ゆらぎ」を検知する
ことが示唆された。今後、MOやノックアウトの表現型を加味した学習モデルを構築することによって、感受性
や忍容性を判断できる学習モデルを人機協働で構築する。年度後半にはRNA-seqのサンプルを調整し、配列
データを取得した。現在、発現変動の解析を進めている。今後も計画通りに研究を進める予定である。

関連演題をEMBO|COB WSで発表した。

2025年度に論文発表する予定で進める。
論文発表前にプレプリントの公開の可能性もある。

● なし / No. 　 ○ あり / Yes. 　

0 人 / students.
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10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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新規モデル生物開発共同利用研究 
 
23NIBB201 有尾両生類の新規モデル確立に向けた、イベリアトゲイモリの研究基盤の開
発 
    林 利憲 広島大学両生類研究センター 
 
23NIBB202 エダアシクラゲを用いた新規刺胞動物モデルの研究基盤構築と研究者コミュ
ニティ形成 
    中嶋 悠一朗 東京大学大学院薬学系研究科 
 

15/360



提出日 / Date
(Day/Month/Year)

　　　　

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

　下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1. 種別 / Category

2. 課題番号 / Project number

3. 研究課題名 / Research
Project Title

4. 所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6. 研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

7. 研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8. 博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

2024-04-30

氏名 (Name): 林　利憲
所属機関 (Institute)
広島大学

部局 (Department)
両生類研究センター

職 (Job Title)
教授

電話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

新規モデル生物開発共同利用研究 / Collaborative research projects for development of model organism

23NIBB201

有尾両生類の新規モデル確立に向けた、イベリアトゲイモリの研究基盤の開発

鈴木　賢一

重信秀治：基礎生物学研究所教授
内山郁夫：基礎生物学研究所准教授
野中茂紀：基礎生物学研究所准教授
亀井保博：基礎生物学研究所教授
佐藤伸：岡山大学環境生命自然科学研究科教授
原本悦：産業技術総合研究所主任研究員
福井彰雅：中央大学理工学部教授
竹内隆：鳥取大学医学部生命科学科教授

　有尾両生類であるイモリは、既知の脊椎動物の中で最も強い再生能力を持つ。このため、器官再生の研究に

とって極めて有用な実験動物である。加えて、イモリはがんに対する抵抗性がある、羊膜類の直接の祖先に近

い発生の様式をとる、フェロモンを介した求愛行動を取るなど、生物学的に興味深い性質を併せ持つ。一方

で、イモリはヒトの約10倍とも言われる巨大なゲノムを有するため、その情報の整備は進んでこなかった。提
案代表者らは、大量繁殖が容易なイベリアトゲイモリを実験用イモリの標準種として導入することで、新規の

モデル生物化を目指した研究を継続してきた。その成果としてゲノム編集法やイメージング法などを含む包括

的な研究システムを確立した。これらの成果により本イモリを使用する研究者数は増加している。

　本年度は、これまでにHiFiシークエンスという新しい手法により得た600GBを超えるゲノムシークエンス
データのAsemblyの再解析をおこない、より精度の高いデータベースに再構築した。この情報をもとに、論文
発表に向けたゲノム情報の解析を行い、イモリ固有の遺伝子群を発見するなどの成果を得た。

ゲノム配列情報に関しては国際科学雑誌に発表するための原稿を執筆中である。また、最終報告のための研究

集会を開催する予定である。

● なし / No. 　 ○ あり / Yes. 　

0 人 / students.
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11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が

あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構岡崎統合事務センター総務部国際研究協力課共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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提出日 / Date
(Day/Month/Year)

　　　　

基礎生物学研究所長　殿 / To Director General of NIBB

　下記のとおり実施しましたので報告します。 / The Collaborative Research Report is as follows:

記

報告者 / Representative
(Principal Investigator)

1. 種別 / Category

2. 課題番号 / Project number

3. 研究課題名 / Research
Project Title

4. 所内対応者 / Host
Reseacher

５．共同利用研究者(敬称略)

6. 研究成果の概要及び今後
の展望 / Outline of research
results and future prospects

2024-04-30

氏名 (Name): 中嶋　悠一朗
所属機関 (Institute)
東京大学

部局 (Department)
大学院薬学系研究科

職 (Job Title)
講師

電話 (Phone no.) FAX (FAX no.) E-Mail

新規モデル生物開発共同利用研究 / Collaborative research projects for development of model organism

23NIBB202

エダアシクラゲを用いた新規刺胞動物モデルの研究基盤構築と研究者コミュニティ形成

重信　秀治

・宮城教育大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻　教授出口竜作

・県立広島大学生物資源科学部生命環境学科生命科学コース　教授菅裕

・東北大学大学院生命科学研究科教授谷本拓

・東北大学大学院生命科学研究科教授熊野岳

・東北大学大学院生命科学研究科教授牧野能士

・広島大学大学院統合生命科学研究科研究員竹田典代

・東京大学大学院新領域創成科学研究科　准教授　丸山真一朗

・東京大学大学院薬学系研究科　博士研究員冨士田壮佑

・東北大学生命科学研究科　助教　Vladimiros Thoma
・東京大学大学院薬学系研究科　修士課程　宇井淳一郎

・東京大学薬学部　学部生　中島瞭

・東京大学大学院新領域創成科学研究科　准教授　丸山真一朗

・東京大学大学院新領域創成科学研究　博士課程　山岸大祐

・東北大学大学院生命科学研究科　博士課程　Shankar Cheredy
・東北大学大学院生命科学研究科附属浅虫海洋生物学教育研究センター　博士課程　高橋真湖

・宮城教育大学・教育学部・理科　学部生　橘井瑠伽

・東北大学生命科学研究科　修士課程　Mingxin Liu
・県立広島大学生命システム科学専攻　博士課程　傳保聖太郎

本研究では、刺胞動物門のヒドロ虫綱に属するCladonema pacificum（エダアシクラゲ）を用いた研究を発展さ
せるために、モデル生物化を進めることを目的とする。ゲノム配列と各ステージの遺伝子発現を次世代シーケ

ンス解析によって明らかにするとともに、遺伝子操作法の確立を目指して、ノックダウンやトランスジェニッ

ク、ゲノム編集などの導入を試みる。さらに、得られた情報を公開することで、オープンな研究コミュニティ

の形成を目指すものである。

　本年度は、Cladonema pacificum から抽出したゲノムに対して、PacBioを使ったロングリードのゲノムアセ
ンブリを終了してゲノムブラウザやBlastを分担研究者の間で使用できる様になった。ゲノムブラウザでは、モ
デル動物や他の刺胞動物の遺伝子との比較もできるなど、使い勝手の非常に良い仕様となっている。さらに、

Hi-Cを使った染色体レベルの解像度でのゲノム構造の解析を進めているところである。
　遺伝子操作を行うために、これまでにsiRNAをエレクトロポレーション法によって受精卵へ導入するノック
ダウンを確立して成果を報告している（Masuda-Ozawa et a., 2022）。この手法は、Cladonemaに加えて、ヒ
ドロ虫綱に属する別種のクラゲであるClytia hemisphaerica でも効果的であったことから、広く刺胞動物やクラ
ゲ類に適用できる可能性があり、後期ステージでのノックダウンを検討している。また、受精卵でのゲノム編

集を進める予定である。

　2024年3月にNIBBにて2023年度の公開ワークショップ（研究会）を行い、Cladonemaをはじめとした刺胞動
物の研究展開や多細胞動物の起源についての研究成果を発表し合い、議論することで現状を確認することがで

きた。

　なお、代表者の中嶋と分担者の熊野らによる触手再生における再生芽形成機構についての研究成果を出版す

ることができた(Fujita et al., PLOS Biology 2023)。
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7. 研究成果発表等の予定 /
Publications or publication
plan

8. 博士学位取得への寄与 /
Did this project contribute to
obtain doctorial degree?

9. 参加学生数 / How many
students were involved in this
project?

10. 備考 / Remarks, if
necessary

11. 連絡事項 / Notes

担当係 / Inquiry

現在、ゲノム配列に対して、遺伝子発現のデータと合わせてアノテーション作業が進んでいる。Hi-Cを使った
染色体レベルのゲノム解読を投稿論文としてまとめ、さらにはウェブサイトで公開することで、広く研究コ

ミュニティに還元する予定である。

2024年度も継続して採択された場合には、本提案の代表者と分担者を中心としたワークショップを開催予定で
ある。

● なし / No.  　 ○ あり / Yes. 　

9 人 / students.

「添付資料あり（Fujita et al., PLOS Biology 2023, journal.pbio.3002435.pdf）」

研究課題名の他、提案代表者及び共同利用研究分担者（研究会の講演者/発表者を含む）の所属先/職名/氏名
等の情報は、 基礎生物学研究所の各種広報活動及び共同利用研究実施報告書を通じて公開される可能性が
あります。 / Please note that the project leader's and collaborative researcher's affiliation, job title, name,
and other information will be disclosed in addition to the title of the research project through various public
relations activities of the NIBB and through reports on the implementation of collaborative research at NIBB.
共同利用研究実施報告書は提案代表者の責任のもと公開可能な範囲で作成してください。 / If all
collaborators do not agree to the disclosure of this information, in addition to submitting standard reports you
must also submit a separate report [Report (for Press Release) ] indicating what information should be
redacted.
特にご本人に個人情報公開の了承が得られていない場合、記載はお控えください。 / The report should be
prepared to the extent that it can be made public under the responsibility of the project leader. Please do not
include any personal information, especially if you have not obtained consent for the release of them.
なお、研究会の報告書においては、講演者/発表者情報は記載していただく必要がありますが、その他の参
加者に関する記載は不要です。 / In the workshop report, it is necessary to include speaker and presenter
information, but not participant information.

本研究課題の成果として論文を発表される際は、基礎生物学研究所ホームページに掲載された記入方法に従

い、必ずAcknowledgementに謝辞を記載してください。 
When you publish a paper as a result of this research project, please be sure to include an acknowledgement
in the Acknowledgement section, following the instructions on the NIBB website. 
　 http://www.nibb.ac.jp/collabo/invite/invite.html

報告書の項目１に誤りがあった場合、担当係にて修正しますのでご了承ください。 
Please note that if there is an error in item 1 of the report, the section in charge will correct it.

自然科学研究機構 岡崎統合事務センター 総務部 国際研究協力課 共同利用係

​Joint Research Section, International Relations and Research Cooperation Division, Okazaki Administration
Center, National Institutes of National Sciences(NINS)

mail: r7133@orion.ac.jp

TEL:0564-55-7133
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